
初リリースのEstate Ferguson 2011がDecanter World Wine Awards 2014
でインターナショナル・トロフィーを獲得。
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ワシントン州ワラワラ発（2014年6月25日）

6月24日（火）夜ロンドンで開催されたDecanter World Wine Awards (DWWA)発表会でWalla Walla Valley

にあるL’Ecole No 41の自社畑Ferguson VineyardのEstate Ferguson 2011が赤ボルドー品種￡15以上の

部門で最も優れたワインに与えられるInternational Trophyを受賞した。

International Trophyは今年15,007のワインがエントリーしたが、僅か0.22%の狭き門であっただけでなく、

Estate Ferguson 2011はL'Ecole No 41がWalla Walla Valleyに最近拓いた自社畑Ferguson Vineyardの初

リリースであることを考えても大変意義が深い。

オーナーでマネージング・ワインメーカーのMarty Clubbはロンドンの発表会に出席し、当日の夜初めて発表

された同賞を受賞して、「オールド・ワールドのシャトーやニューワールドのワイナリーと一緒にインターナシ

ョナル・ステージに立てたことはL’Ecoleだけでなく、Walla WallaそしてWashington州にとっても大変名誉な

ことである。最初からFerguson Vineyardは際立った個性を持った畑であると判ってはいたが、初リリースの

ヴィンテージでこのような称賛を受けるとは思ってもみなかった。」と語った。

DWWAの審査員は224人で構成されており、66人のMaster of Wineと18人のMaster Sommelierを含ん

でいた。このコンテストは1976年に「パリスの審判」を企画した著名なイギリスの評論家Steven Spurrierが

2004年に創設し、世界中のワインを網羅する最も権威あるワインコンテストであると言われている。

授賞式においてDecanter誌は「同ワインの際立った濃厚な果実味、バランスのとれた味わいと美味なチョー

キー・フィニッシュに審査員は強く印象を受けた」と発表した。このワインはWalla Walla Valleyのユニークな

場所にあるFerguson Vineyardの57% Cabernet Sauvignon、32% Merlot、11% Cabernet Francをブレン

ドしてつくられている。Ferguson Vineyardは氷河期に堆積した土壌が風で運ばれた黄土が薄く表面を覆う

崩壊した玄武岩層に葡萄樹が根をしっかり張った急な斜面にある17エーカーの葡萄畑である。

L’Ecole No 41は1983年Walla Walla Valleyに設立されたワシントン州で最も古い家族経営ワイナリーのひと

つである。ラベルに描かれている歴史的なフレンチタウンの学校をワイナリーとし、ワシントンワインの明白な

特徴とWalla Walla Valleyのユニークなテロワールを反映した表情豊かな独特のワインをつくり国内外で高

い評価を得ている。
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International Trophy獲得はこのワシントン州のつくり手

にとって正に快挙である – 対抗者の品質を考えたるとそ

の素晴らしさはさらに際立つ。審査員は同ワインの他に

はない濃厚な果実味、バランスのとれた味わいと美味な

チョーキー・フィニッシュに強く印象を受けた。

　　このワインはL’Ecole No 41のFerguson Vineyardの

初ヴィンテージで845ケースつくられた。葡萄樹はワシン

トン州ワラ・ワラ・ヴァレーの南、標高450mの尾根にある

氷河期のシルトが風に運ばれて堆積した黄土が薄く覆う

崩壊した火成岩（玄武岩）土壌に植えられている。暖かい

風と長く、冷涼な秋の気候が葡萄のハングタイムを延長

させ、ほとんどエスプレッソのように凝縮したリッチでダ

ークフルーツの特徴をもったワインとなる。

　　MartyとMegan ClubbはMeganの両親であるBaker 

& Jean Fergusonから地元の校舎（1915年に41街区に建

てられた学校）をワイナリーとしたL’Ecole No 41を1989

年に引き継いだ。生産量は当時1,000ケースほどであった

ものが今日ではワインメーカーのMarty Clubbの指導の

下44,000ケースにまで増えていった。

　　Marty Clubbはコロンビア・ヴァレーの20に及ぶ

葡萄栽培家と共に汗を流し、地元の葡萄栽培とワイ

ンづくりに携わるコミュニティで誰からも尊敬されて

いる人物である。最初はSemillonとMerlotにフォーカ

スしていたが、近年品種の品揃えを広げていき、新た

に加わった自社畑の57% Cabernet Sauvignon、32% 

Merlotと11% Cabernet Francをブレンドしてつくった

Estate Ferguson 2011は若い葡萄畑の初リリースに

もかかわらず大成功を収めた。

ハーモニーのとれたダークフルーツの特徴を持ったこのワインは高揚し、ピリッとする赤い褐色で、パンチの効いたアロエの

特徴からくるしっかりとした基盤を持ち2011年ヴィンテージの活気に満ちた素晴らしさを表している。きめ細かなオーク、胡

椒、土とダークフルーツの魅力的なアロマが砂糖漬けにしたスミレ、パプリカと甘いスパイスの

フレーバーに導いていくドライで心地よい風味のフィニッシュの赤ワインである。
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審査委員長のSteven Spurrier（左）
とゲスト副審査委員長のGerard Basset（右）

DWWA 2014には世界中から15,007のワインがエントリーし、マスター・オブ・ワイン、マスター・ソムリ

エを含む224人のプロの審査員が国、地域、色、品種、スタイル、ヴィンテージと価格別に分けてブライン

ドでテイスティングを行った。15,007のワインの中から454のワインがゴールド・メダルに選ばれ、ゴー

ルド・メダルの中から158のリージョナル・トロフィーが選出された。最後に158のリージョナル・トロフ

ィーの中からDWWA 2014の頂点に立つ33のインターナショナル・トロフィー受賞ワインが選ばれた。

＊L'Ecole No 41の Estate Ferguson 2011はRed Bordeaux Varietal over ￡15部門のインター 

     ナショナル・トロフィーを獲得した。


